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論文要旨 
 
「中世後期の醍醐寺三宝院と公武権力」 
 
2018年度 文学研究科 橘 悠太 
 
 
 本論文は、中世後期における顕密寺院が、公武権力との関係の中で如何なる展開を遂げたのか、醍醐
寺三宝院を素材として明らかにしようとするものである。 
 序論では、中世後期を中心とした宗教史の先行研究および醍醐寺三宝院に関わる研究を整理し、①中
世後期の三宝院を対象とした研究では、多くが賢俊・満済の時期を主たる検討事例として三宝院像が構
築されており、三宝院の中世後期における展開を考える上で最も重要である門跡転化の時期にあたる南
北朝中期から室町初期への展開過程が不明確である点、②公家・武家・寺院社会での三宝院の役割・活
動について個別に扱うものが多く、各々の連関性について先行研究では意識が向けられつつも、大部分
は解明されてはいない点、③三宝院の相承した所職・所領について、祈禱体制に関わる所職や一部の伝
領所職・所領について検討されてはいるものの、祈禱実施の円滑化や公武権力の後ろ盾を得て獲得した
以上の説明がなされていない点の三点を課題とした。 
 こうした課題に対し、本論文では醍醐寺三宝院院主光済の在任期を検討することが解明につながると
考え、光済期を主な対象として、公家・武家・寺社や所職・所領を介した地域社会との関係といった総
体的な視点から中世後期の醍醐寺三宝院と公武権力の関係について論じた。 
以下は、本論文の構成である。 
 
序論 
 第一部 南北朝期の醍醐寺三宝院と公武権力 
  第一章 醍醐寺三宝院光済と室町幕府 
  第二章 醍醐寺三宝院院主と北朝公家社会 
  第三章 醍醐寺諸院家と三宝院―院家支配と法流相承を中心に― 
 第二部 醍醐寺三宝院と地域社会 
  第一章 南北朝・室町期における醍醐寺三宝院と根来寺 
  第二章 中世後期における醍醐寺三宝院と伊勢国太神宮法楽寺 
  第三章 常光寺と地蔵信仰―「常光寺縁起」の分析を中心に― 
結論 
 
本論文は二部構成となっており、第一部では、光済期の公武関係と寺院内での動向について考察した
論をまとめた。第二部では、醍醐寺三宝院が所職・所領を介した地域との関係についての論をまとめて
いる。 
 第一部第一章では、醍醐寺三宝院光済と室町幕府の関係について検討した。中世後期における醍醐寺
三宝院と室町幕府との関係は、院主賢俊が室町幕府を開いた足利尊氏と密接な関係を有したことに始ま
った。この両者の関係を背景として三宝院は台頭するのであるが、両者没後の検討は未解明な部分が多
かった。そこで本章では、本論文全体の前提ともなるこの時期の両者の関係について検討した。その結
果、院主光済期には南北朝内乱の中で北朝・幕府方への忠節を示すことによって、将軍義詮と三宝院と
の関係が再形成されていたことを示した。また、光済期の三宝院が幕府内において担った役割は、以後
の三宝院院主が担っていく役割であり、光済期は三宝院が幕府の政治・宗教政策内に明確に位置づけら
れた画期的な時期であったことを明らかにした。 
 第一部第二章では、前章で明らかとなった三宝院の活動もふまえつつ、当該期の朝廷や公家社会との
関係からも検討を加えた。本章では、これらの関係について検討するにあたり、光済の血縁関係を素材
とした。検討の結果、光済は当時の公家政権の中心メンバーであった日野家・四条家との血縁を有して
いたことが明らかとなった。当時の公家社会内において光済の血縁が認識されており、当該期における
公武政権を支えるものとして、光済とその身内の公家たちの存在が極めて大きかったことを解明した。
さらにこうした関係と相まって光済と天皇との密接な関係についても明らかにし、光済期の獲得所領の
多くが皇室領であったことも両者の関係を裏付けるものと結論づけた。 
 第一部第三章では、南北朝期の醍醐寺三宝院による寺内支配体制の展開過程について検討した。先行
研究で着目されていた醍醐寺諸院家の取り込みを契機とした主従的な関係が形成について、醍醐寺諸院
家の個々の状況にも着目しつつより詳細な検討をおこなった。結果、賢俊期には各院家の相承が曖昧と
なった時期に強引に敵方の院家であると主張することで、醍醐寺内の有力院家の管領権を獲得していた
ことが明らかとなった。また光済期には、賢俊期より継承した三宝院と諸院家間の主従関係が、諸院家
へ「扶持」（新院主への補任・祈禱の阿闍梨等）を与える段階へ発展し、賢俊期には支配の及んでいなか
った院家も取り込もうとする動きを見せていたことが明らかになった。また、こうした諸院家への介入
には、前章で明らかにした公家の血縁が大きな役割を果たしていたことも確認された。しかし、光助・
定忠期には、三宝院院主へ三宝院流定済方の法流が相承されていない状況に陥ったことで三宝院の正統
性は著しく損なわれ、賢俊・光済期を通じて形成されてきた三宝院院主を頂点とした諸院家・僧団との
主従関係に齟齬が生じ、諸院家の離反や醍醐寺内の混乱を招いていた状況を明らかにした。こうした状
況に対し、武家が介入して三宝院への法流相承を修復しようとする方向性を示していたことを明らかに
した。 
 第二部第一章では、醍醐寺三宝院が大伝法院座主職という所職を介して繋がった紀伊国根来寺との関
係を検討した。南北朝期に座主職を介して繋がった両者の関係は、内乱の影響によって南北両朝に流動
的であったことを明らかにした。また、三宝院による根来寺支配が本格化する室町期には、根来寺内に
おける有力衆徒同士の対立構造の解消が課題であった。三宝院満済はこのような根来寺内の課題に対し、
三宝院と密接な関係を有していた有力衆徒を寺務代官職へ補任し、権限を集中させることで対応しよう
としたが、逆に有力衆徒の没落を引き起こしていた。このような醍醐寺三宝院による根来寺支配の施策
が、行人を中心とした中下層集団が根来寺内で台頭する要因となったことを明らかにした。その後、三
宝院の停滞と併せて両者の関係は希薄化するものの、義堯が三宝院の復興を志向する中で根来寺諸階層
との関係を再構築することによって、両者の関係が中世後期を通して維持されたという過程についても
明らかにした。 
 第二部第二章では、鎌倉後期より醍醐寺三宝院が相承した伊勢国太神宮法楽寺との関係について検討
した。両者の関係は、法楽寺を取り巻く伊勢国の政治状況によって深化していったことを確認し、その
要因について明らかにした。一つは、醍醐寺の他院家と法楽寺・法楽寺領相承を巡って争った過去があ
り、南北朝内乱という不安定な状況下における相論に備えようとする賢俊の方針が法楽寺の積極的な経
営を志向させたことを明らかにした。もう一つは、公武御願とする伊勢神宮代参といった賢俊の担った
活動を考察し、賢俊の重要な活動を支える拠点として法楽寺が活用されていたことについても明らかに
した。また、法楽寺の重要性はこうした賢俊の行動に規定された部分に加え、内乱で不安定な情勢にあ
った伊勢国内、特に伊勢神宮と祭主を支援する目的でも重要な拠点であり、当該期における政治・軍事・
宗教拠点として非常に重要な拠点でもあることから、北朝・幕府方と密接な関係にあった三宝院による
経営が積極的におこなわれたと推定した。また、法楽寺を介して関係のあった醍醐寺三宝院と祭主大中
臣氏の関係についても併せて検討した。内乱期において北朝の祭主家が二つに分裂する中、各々が中央
との回路となる三宝院へ接近することで、醍醐寺三宝院が祭主職補任へと介入していく過程が推測でき
ることを示した。 
第二部第三章では、河内国八尾にある常光寺の創建について考察した。これまでの研究では、南北朝
末期に建立された常光寺の創建期の様子については史料的制約もあることから、未解明な部分が多く残
されていた。常光寺にも創建期の様子が記された縁起類は所蔵されていたが、近世の写しであるとして
あまり活用されてはこなかった。そこで本章では、常光寺が所蔵する縁起について再検討を加え、縁起
が中世に遡る可能性を指摘した。その上で縁起を中世史料として再解釈することで、常光寺と中央の公
武権力が信仰を介して繋がりを有していたことを明らかにした。 
 結論では、本論文のまとめと今後の課題を示した。 
 
 
 
